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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】引出体の底面に引出収納方向に延びる凸条部を
形成し、凸条部に嵌入凸部を形成し、枠本体の底板に嵌
入凸部が嵌入可能な嵌入凹部を形成しているから、枠本
体内の内部空間に引出体を収納したとき、嵌入凸部が嵌
入可能な嵌入凹部に嵌入し、引出体が内部空間に収納さ
れたことを手応えで感得することができると共に枠本体
の設置状態や引出体内の収納物の収納状態、あるいは外
力が加わった場合等において、引出体が前方に飛び出し
てくることを防ぐことができる収納ケースを提供する。
【解決手段】前面が開口した内部空間をもつ合成樹脂製
の枠本体１と、内部空間を形成する枠本体の底板１ａ上
に載置され、枠本体の前面の開口を介して引出収納自在
に設けられた合成樹脂製の引出体とからなり、引出体の
底面に引出収納方向に延びる凸条部Ｔを形成し、凸条部
に嵌入凸部Ｈを形成し、枠本体の底板に嵌入凸部が嵌入
可能な嵌入凹部Ｇを形成してなる。
【選択図】図１



(2) JP 3175827 U 2012.5.31

10

20

30

40

50

【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　前面が開口した内部空間をもつ合成樹脂製の枠本体と、該内部空間を形成する枠本体の
底板上に載置され、該枠本体の前面の開口を介して引出収納自在に設けられた合成樹脂製
の引出体とからなり、上記引出体の底面に該引出体の引出収納方向に延びる凸条部を形成
し、該凸条部に嵌入凸部を形成し、上記枠本体の底板に該引出体の収納時において該嵌入
凸部が嵌入可能な嵌入凹部を形成してなることを特徴とする収納ケース。
【請求項２】
　上下に前面が開口した複数個の内部空間をもつ合成樹脂製の枠本体と、該複数個の内部
空間を形成する枠本体の複数個の底板上に載置され、該枠本体の前面の開口を介して引出
収納自在に設けられた合成樹脂製の複数個の引出体とからなり、上記引出体の底面に該引
出体の引出収納方向に延びる凸条部を形成し、該凸条部に嵌入凸部を形成し、上記枠本体
の複数個の底板に該引出体の収納時において該嵌入凸部が嵌入可能な嵌入凹部を形成して
なることを特徴とする収納ケース。
【請求項３】
　上記枠本体の上面に上記引出体の引出収納方向と直交する方向に延びる凹状溝部を形成
すると共に上記枠本体の底面に該凹状溝部に摺動自在な嵌合部を設けてなることを特徴と
する請求項１又は２記載の収納ケース。
【請求項４】
　上記天板体に各種の小物を吊下可能なフック体を格納自在に設けてなることを特徴とす
る請求項１～３のいずれか１項に記載の収納ケース。
【請求項５】
　上記引出体の前板の前面に合成樹脂製の表示板を選択的に取替自在に配置してなること
を特徴とする請求項１～４のいずれか１項に記載の収納ケース。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、例えば一般家庭に設置されて衣類や各種小物類等を整理収納する際に用いら
れる収納ケースに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、この種の収納ケースとして、前面が開口した内部空間をもつ合成樹脂製の枠本体
と、内部空間を形成する枠本体の底板上に載置され、枠本体の前面の開口を介して引出収
納自在に設けられた合成樹脂製の引出体とからなる構造のものが知られている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】実用新案登録第３０６９６４７号公報
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながらこれら従来構造の場合、枠本体の底板上に載置された引出体を枠本体内の
内部空間に収納したとき、引出体は枠本体の底板上に載置されたままであるから、枠本体
の設置状態、引出体内の収納物の収納状態や外力が加わった場合、引出体が前方に飛び出
してくるおそれがあるという不都合を有している。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本考案はこれらの不都合を解決することを目的とするもので、本考案のうちで、請求項
１記載の考案は、前面が開口した内部空間をもつ合成樹脂製の枠本体と、該内部空間を形
成する枠本体の底板上に載置され、該枠本体の前面の開口を介して引出収納自在に設けら
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れた合成樹脂製の引出体とからなり、上記引出体の底面に該引出体の引出収納方向に延び
る凸条部を形成し、該凸条部に嵌入凸部を形成し、上記枠本体の底板に該引出体の収納時
において該嵌入凸部が嵌入可能な嵌入凹部を形成してなることを特徴とする収納ケースに
ある。
【０００６】
　又、請求項２記載の考案は、上下に前面が開口した複数個の内部空間をもつ合成樹脂製
の枠本体と、該複数個の内部空間を形成する枠本体の複数個の底板上に載置され、該枠本
体の前面の開口を介して引出収納自在に設けられた合成樹脂製の複数個の引出体とからな
り、上記引出体の底面に該引出体の引出収納方向に延びる凸条部を形成し、該凸条部に嵌
入凸部を形成し、上記枠本体の複数個の底板に該引出体の収納時において該嵌入凸部が嵌
入可能な嵌入凹部を形成してなることを特徴とする収納ケースにある。
【０００７】
　又、請求項３記載の考案は、上記枠本体の上面に上記引出体の引出収納方向と直交する
方向に延びる凹状溝部を形成すると共に上記枠本体の底面に該凹状溝部に摺動自在な嵌合
部を設けてなることを特徴とするものであり、又、請求項４記載の考案は、上記天板体に
各種の小物を吊下可能なフック体を格納自在に設けてなることを特徴とするものであり、
又、請求項５記載の考案は、上記引出体の前板の前面に合成樹脂製の表示板を選択的に取
替自在に配置してなることを特徴とするものである。
【考案の効果】
【０００８】
　本考案は上述の如く、請求項１記載の考案にあっては、枠本体の底板上に載置された引
出体を枠本体の前面の開口を介して引出収納して衣類や各種小物類等を整理収納すること
になり、この際、上記引出体の底面に引出体の引出収納方向に延びる凸条部を形成し、凸
条部に嵌入凸部を形成し、上記枠本体の底板に引出体の収納時において嵌入凸部が嵌入可
能な嵌入凹部を形成しているから、枠本体内の内部空間に引出体を収納したとき、嵌入凸
部が嵌入可能な嵌入凹部に嵌入し、この嵌入により引出体が内部空間に収納されたことを
手応えで感得することができると共に枠本体の設置状態や引出体内の収納物の収納状態、
外力が加わった場合において、引出体が前方に飛び出してくることを防ぐことができ、使
用の利便性及び使用の安全性を高めることができる。
【０００９】
　又、請求項２記載の考案にあっては、枠本体の底板上に載置された引出体を枠本体の前
面の開口を介して引出収納して衣類や各種小物類等を整理収納することになり、この際、
上記複数個の引出体の底面に引出体の引出収納方向に延びる凸条部を形成し、凸条部に嵌
入凸部を形成し、上記枠本体の底板に引出体の収納時において嵌入凸部が嵌入可能な嵌入
凹部を形成しているから、枠本体内の複数個の内部空間にそれぞれ引出体を収納したとき
、嵌入凸部が嵌入可能な嵌入凹部に嵌入し、この嵌入により引出体が内部空間に収納され
たことを手応えで感得することができると共に枠本体の設置状態や引出体内の収納物の収
納状態、外力が加わった場合において、引出体が前方に飛び出してくることを防ぐことが
でき、使用の利便性及び使用の安全性を高めることができる。
【００１０】
　又、請求項３記載の考案にあっては、上記枠本体の上面に上記引出体の引出収納方向と
直交する方向に延びる凹状溝部を形成すると共に上記枠本体の底面に凹状溝部に摺動自在
な嵌合部を設けているから、複数個の収納ケースを積み重ねた状態において、凹状溝部と
上記嵌合部との嵌合により、上段の収納ケースの前側への滑り落ちを防ぐことができ、積
み重ねの安定性を高めることができ、かつ、積み重ね状態の安定を維持しつつ上下の収納
ケースの相互の幅方向の配置位置を自由に変更することができ、積み重ねの配置位置の融
通性を高めることができ、各種の使用態様、設置位置、各種の収納物等に応じて積み重ね
の配置位置を変えることができ、収納ケースの使用位置の融通性及び快適性を高めること
ができ、又、請求項４記載の考案にあっては、上記天板体に各種の小物を吊下可能なフッ
ク体を格納自在に設けてなるから、帽子、鞄、ベルトなどを掛けて置くことができ、使用
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の利便性を高めることができ、又、請求項５記載の考案にあっては、上記引出体の前板の
前面に合成樹脂製の表示板を選択的に取替自在に配置してなるから、色彩等の区別可能な
数種類の表示板を用意し、例えば、親と子供、男性と女性等に応じて表示板を選択的に取
り替えて配置することにより引出体内の収納物を収納ケースの外方から認識することがで
き、使用の利便性を高めることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本考案の実施の第一形態例の全体斜視図である。
【図２】本考案の実施の第一形態例の全体分解斜視図である。
【図３】本考案の実施の第一形態例の全体断面図である。
【図４】本考案の実施の第一形態例の部分斜視図である。
【図５】本考案の実施の第一形態例の部分斜視図である。
【図６】本考案の実施の第一形態例の部分断面図である。
【図７】本考案の実施の第一形態例の部分断面図である。
【図８】本考案の実施の第一形態例の部分断面図である。
【図９】本考案の実施の第一形態例の部分断面図である。
【図１０】本考案の実施の第一形態例の部分斜視図である。
【図１１】本考案の実施の第一形態例の部分断面図である。
【図１２】本考案の実施の第二形態例の全体斜視図である。
【考案を実施するための形態】
【００１２】
　図１乃至図１２は本考案の実施の各種の形態例を示し、図１乃至図１１は第一形態例、
図１２は第二形態例である。
【００１３】
　図１乃至図１１の第一形態例において、１は枠本体であって、合成樹脂製にして、底板
１ａ、左右の側板１ｂ・１ｂ、後板１ｃ、天板体１ｄからなり、前面が開口した内部空間
２を有する枠状に形成されている。
【００１４】
　３は引出体であって、合成樹脂製にして、底板３ａ、前板３ｂ、左右の側板３ｃ・３ｃ
、後板３ｄからなり、上面が開口した容器状に形成され、上記枠本体１の底板１ａ上に載
置され、上記枠本体１の前面の開口を介して内部空間２に引出収納自在に設けられている
。
【００１５】
　そして、上記引出体３の底板３ａの底面に引出体３の引出収納方向に延びる凸条部Ｔが
形成され、凸条部Ｔに嵌入凸部Ｈが形成され、一方、上記枠本体１の底板１ａに引出体３
の収納時、すなわち、引出体３を内部空間２内に完全に収納した時において、嵌入凸部Ｈ
が嵌入可能な嵌入凹部Ｇを形成している。
【００１６】
　この場合、凸条部Ｔ・Ｔは左右位置に形成され、凸条部Ｔ・Ｔに半円弧板状の嵌入凸部
Ｈを嵌入凹部Ｇとの相対位置を考慮して形成し、嵌入凹部Ｇは上記枠本体１の底板１ａに
穴部状に形成されてる。
【００１７】
　又、この場合、上記天板体１ｄの上面に上記引出体３の引出収納方向と直交する方向に
延びる凹状溝部１ｅ・１ｅを形成すると共に上記枠本体１の底板１ａの底面に凹状溝部１
ｅ・１ｅに摺動自在な前後一対ずつの計４個の嵌合部１ｆ・１ｆ・１ｆ・１ｆを設けてい
る。
【００１８】
　４はフック体であって、図１０、図１１の如く、上記天板体１ｄに各種の小物を吊下可
能なフック体４を枢軸４ａにより起倒自在に設け、天板体１ｄに格納部１ｇを形成し、フ
ック体４を格納部１ｇに格納自在に設けている。
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【００１９】
　５は表示板であって、合成樹脂製にして、上記引出体３の前板３ｂの前面に選択的に取
替自在に配置されている。
【００２０】
　この実施の第一形態例は上記構成であるから、枠本体１の底板１ａ上に載置された引出
体３を枠本体１の前面の開口を介して引出収納して衣類や各種小物類等を整理収納するこ
とになり、この際、上記引出体３の底面に引出体３の引出収納方向に延びる凸条部Ｔを形
成し、凸条部Ｔに嵌入凸部Ｈを形成し、上記枠本体１の底板１ａに引出体３の収納時にお
いて嵌入凸部Ｈが嵌入可能な嵌入凹部Ｇを形成しているから、枠本体１内の内部空間２に
引出体３を収納したとき、嵌入凸部Ｈが嵌入可能な嵌入凹部Ｇに嵌入し、この嵌入により
引出体３が内部空間２に収納されたことを手応えで感得することができると共に枠本体１
の設置状態や引出体３内の収納物の収納状態、あるいは外力が加わった場合等において、
引出体３が前方に飛び出してくることを防ぐことができ、使用の利便性及び使用の安全性
を高めることができる。
【００２１】
　又、この場合、上記枠本体１の上面に上記引出体３の引出収納方向と直交する方向に延
びる凹状溝部１ｅ・１ｅを形成すると共に上記枠本体１の底面に凹状溝部１ｅ・１ｅに摺
動自在な嵌合部１ｆ・１ｆ・１ｆ・１ｆを設けているから、複数個の収納ケースを積み重
ねた状態において、凹状溝部１ｅ・１ｅと上記嵌合部１ｆ・１ｆ・１ｆ・１ｆとの嵌合に
より、上段の収納ケースの前側への滑り落ちを防ぐことができ、積み重ねの安定性を高め
ることができ、かつ、積み重ね状態の安定を維持しつつ上下の収納ケースの相互の幅方向
、すなわち、引出体３の引き出し収納方向に直交する方向の配置位置を自由に変更するこ
とができ、積み重ねの配置位置の融通性を高めることができ、各種の使用態様、設置位置
、各種の収納物等に応じて積み重ねの配置位置を変えることができ、収納ケースの使用位
置の融通性及び快適性を高めることができ、又、この場合、上記天板体１ｄに各種の小物
を吊下可能なフック体４を格納自在に設けてなるから、帽子、鞄、ベルトなどを掛けて置
くことができ、使用の利便性を高めることができ、又、この場合、上記引出体３の前板３
ｂの前面に合成樹脂製の表示板５を選択的に取替自在に配置してなるから、色彩等の区別
可能な数種類の表示板５を用意し、例えば、親と子供、男性と女性等に応じて表示板５を
選択的に取り替えて配置することにより引出体３内の収納物を収納ケースの外方から認識
することができ、使用の利便性を高めることができる。
【００２２】
　図１２の第二形態例は別例構造を示し、この場合、上記第一形態例と同様な底板１ａ、
左右の側板１ｂ・１ｂ、後板１ｃからなる前面及び上面が開口した枠体を上下に複数個、
この場合三個積み重ね、最上位の側板１ｂ・１ｂの上面を天板体１ｄで覆われて上下に前
面が開口した三個の内部空間２・２・２をもつ合成樹脂製の枠本体１と、この三個の内部
空間２・２・２を形成する枠本体１の三個の底板１ａ・１ａ・１ａ上に載置され、枠本体
１の前面の開口を介して引出収納自在に設けられた合成樹脂製の三個の引出体３・３・３
とからなり、上記引出体３・３・３の底面に引出体３・３・３の引出収納方向に延びる凸
条部Ｔ・Ｔ・Ｔを形成し、凸条部Ｔ・Ｔ・Ｔに嵌入凸部Ｈ・Ｈ・Ｈを形成し、枠本体１の
三個の底板１ａ・１ａ・１ａに引出体３・３・３の収納時において嵌入凸部Ｈ・Ｈ・Ｈが
嵌入可能な嵌入凹部Ｇ・Ｇ・Ｇを形成している。
【００２３】
　この実施の第二形態例にあっても、上記第一形態例と同様に、枠本体１内の内部空間２
に引出体３を収納したとき、嵌入凸部Ｈが嵌入可能な嵌入凹部Ｇに嵌入し、この嵌入によ
り引出体３が内部空間２に収納されたことを手応えで感得することができると共に枠本体
１の設置状態や引出体３内の収納物の収納状態、外力が加わった場合において、引出体３
が前方に飛び出してくることを防ぐことができ、使用の利便性及び使用の安全性を高める
ことができる。
【００２４】
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　尚、本考案は上記実施の形態例のものに限られず、例えば、枠本体１の数、段数、大き
さ、引出体３の個数、構造は用途に応じて定められる。
【００２５】
　以上の如く、所期の目的を充分達成することができる。
【符号の説明】
【００２６】
　Ｔ　　凸条部
　Ｈ　　嵌入凸部
　Ｇ　　嵌入凹部
　１　　枠本体
　１ａ　　底板
　１ｅ　　凹状溝部
　１ｆ　　嵌合部
　２　　内部空間
　３　　引出体
　３ｂ　　前板
　４　　フック体
　５　　表示板
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